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はじめに

本テキストは電気機器研究室（パワーエレクトロニクス：Power Electronics）において

卒業研究の実験を行うために，使用しているコンピュータ（パーソナルコンピュータ）に

おける必要最低限のハードウェアとソフトウェアを理解するための入門書として作成した

ものです。先に，「卒論生のためのＡＢＣＤ入門（Assembler,Basic,C-language,DSP），

1st.Edition(1993.3)」を作成しましたが，本テキストはこの改訂版であり，各所の説明を

改善し，できるだけ図とプログラム例を多くしてわかり易く記述しました。

ところで，最近はインターネットなどコンピュータを利用する機会が多くなり，様々な

アプリケーションソフトウェアがあります。これらを使用する時はマウスを使ってディス

プレイ上をクリックすることで色々な操作を行い，コンピュータの構成をあまり意識せず

に実行できます。卒業研究では最終的にコンピュータを利用して外部装置をコントロール

するアプリケーションプログラムを作成することです。しかも，コントロールでは高速処

理を行わなければならないため，コンピュータ言語そのもののプログラミングを必要とし

ます。したがって，マシン語レベルのコントロールプログラムを作成するためにコンピュ

ータのハードウェアの知識とプログラミングテクニックが必要となります。

卒業実験で使用するコンピュータは PC9801VX,DX,RX などの１６ビットコンピュータ

であり，最近の３２ビットあるいは６４ビットコンピュータに対して１世代前のものです。

しかし，初心者がハードウェアやプログラミングを理解するには１６ビットが適しており，

１６ビットコンピュータを理解することは，上位コンピュータの基礎となります。

研究のためのコンピュータの操作やプログラミングは実際にコンピュータに向かって

キーボードをたたかないとなかなか理解できません。しかも，単に制御用プログラムを作

成するにしても，プログラム記述法や実行方法など多くの事をマスターする必要がありま

す。コンピュータに関しては多くの入門書やマニュアルがありますが，実際，それらを理

解すれば卒業研究のためのプログラミングができるとは限りません，というよりむしろ，

できないと言ったほうがよいでしょう。

本テキストは，研究実験のためのコンピュータハードウェアとソフトウェアを基礎から

説明し，ほとんどそれらを知らない学生が一つ一つ理解しながら，最終的に研究のための

プログラミングができるようにしました。また，テキストはマニュアルとしても利用でき

るよう考慮しました。本テキストによってコンピュータシステムの構成を多少なりとも理

解し，自分自身でプログラミングできる知識が身に付くことを期待します。なお，本テキ

ストの内容に関して疑問点があったり改善した方がよいと思われる場合には，指摘しても

らえれば幸いです。
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